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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

コナラ幹の汚染状況を研究、モニタリング等で調査するにあたって、幹の樹皮の一部を採取す
る、あるいは幹にドリル等を貫入して木くず等を採取する場合がある。その際の参考とするため、
幹における放射方向別の 137Cs 濃度分布を、事故後に萌芽更新した幹と、萌芽更新を行っていな
い幹（非萌芽更新木）とで事例的に調査した。その結果、非萌芽更新木では樹皮の 137Cs 濃度の
放射方向の偏りは大きく、一方、萌芽更新木では、放射方向の偏りは小さいことが確認された。 

 
（１） コナラ萌芽更新木（2021 年伐採）、非萌芽更新木（2017 年伐採）から採取した各３枚の円

盤を試料とした。髄心位置を中心として放射方向に 8 等分に区分し（図１）、それぞれ樹
皮、辺材、心材に区分し、調整後に 137Cs 濃度を測定した。 

（２） 各部位の 137Cs 濃度の放射方向の偏りは、非萌芽更新木では大きく、萌芽更新木では小さい
傾向にあった（図２）。また、2021 年に、非萌芽更新木の４方位から外樹皮を採取し、137Cs
濃度を測定したところ、方位的な偏りが確認された（図３）。 

（３） 非萌芽更新木から円盤をイメージングプレートにより解析したところ、樹皮表面には不均
一な放射性物質の付着が確認された（図 4）。これらの残存が放射方向の偏りの要因となっ
ていると考えられた。 

 
２ 期待される効果 

（１） 萌芽更新木、非萌芽更新木からサンプルを採取する場合に適切にかつ効率良く調査を進め
るための参考となる。 

 
３ 活用上の留意点 

（１） 非萌芽更新木における外樹皮の 137Cs 濃度の放射方向の偏りは林分や立木により変わりう
る。 
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図 4 樹皮における放射性物質の分布状況（非萌芽更新木 2017 年採取） 

左：写真、右：イメージング画像 

               萌芽更新木（2021 年伐採）   非萌芽更新木（2017 年伐採） 

    

図１ 放射方向に区分した円盤        図２ 放射方向別の 137Cs 濃度分布（各１円盤を例示） 
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図３ 外樹皮における放射方向別の
137Cs 濃度分布 
 （非萌芽更新木（2021 伐採）3 本） 
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